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2　森林環境の保全 1
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4　林道の整備と活用 1
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5　治山・治水の推進 1
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1
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施策評価調書（内部評価結果）
3

政策名 Ⅰ 交流経済都市 所管部局 所管部局長の氏名

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間 備考

施策名 ②2-農林業の振興（林業の振興）
農林水産環境部 吉岡 茂昭

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

京丹後市森林整備計画
森林法第十条の5（市町村森林整備計画）により市町村は、地域森林計画の対象となっている民有林につき、十年を一期と
して、森林の整備に関する基本的事項等を定めた計画。

平成23年4月
平成24年4月1
日変更

1

木材価格が低迷し、森林所有者が整備意欲を
失っている中、天然林の荒廃が進行し、獣害の温
床となっているとともに、人工林の整備も遅れてい
ることから森林保有者の負担を軽減し、森林整備
意欲を高める必要がある。

地域の中で森林経営計画を策定し、多くの土地
所有者の同意を得ることで、効率的な森林整備を
行うため作業道の開設、広葉樹及び人工林の間
伐を促進し、森林整備を進める。

森林整備により下層植生を繁殖させ、災害に強く
水源涵養機能の強い森づくりを進める。

1 森林整備の推進

2 森林環境の保全

4 林道の整備と活用

3
台風や集中豪雨による土砂の流出・堆積及び浸
食が、森林の荒廃を招いていることから下流域で
も土砂災害が発生している。

林地を対象に山腹工・渓流工（治山ダム・流路工
等）を行い、森林の荒廃を防ぐ。

災害の防止・軽減及び森林の機能回復を図る。 5 治山・治水の推進

2
利用価値が見いだされずに放置されている天然
林と放置されていた未利用間伐材の燃料利用体
系を構築する必要がある。

未利用材を有効利用していくための木質バイオマ
スチップ工場の建設とそのチップを活用する公共
の温泉施設への木質ボイラーを導入により、一体
的な整備を行うとともに、木質資源の加工、流通
拠点と木質バイオマス利用施設を整備すること
で、

資源循環、経済循環の効果が発揮されるととも
に、森林の持つ公益的機能の保全を図る。

1 森林整備の推進

目標

年度 年度 （現状） 年度 （H26） 年度
総合
計画

めざす目標 指標名
総合計画作成時 後期基本計画作成時 直近年度実績値

目標
年度 （現状） 年度 年度

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考 計画策定時
直近年度実績値

（一般財源） 数値 説明
事業
種別

対象
実施
手法

関与必要性事務事業 H25決算額施策方針

予算額（単位：千円） 事務事業の概要 施策評価結果

H26予算額 根拠
法令

財政
負担

単独
事業

今後の
方向性事業内容（実績） 担当課

施策
目的

施 策
貢献度

木質バイオマス利用促進事業
S 休止

森林整備を促進するために必要な木材流通・加工施設の整備に対し補助金交付 -
施設
整備

市民 補 7
生活維持

確保
2

農林整備課 149,030    -             市規
定

国・
一部

-

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進事業【明許繰越】

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 -
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

農林整備課 -             58,583     

林業労働者支援事業
A

現状維
持森林組合の基幹的作業班員の雇用確保及び定着を図るため、労働者の共済事業掛金に対して支援 (2,206)

サー
ビス

事業
者

補 2
特定サー

ビス
1

農林整備課 4,142       5,197       府規
定

府・
一部

-

林業総務一般経費
A

現状維
持林業振興推進のための業務に必要な経費、林業関連団体への負担金、木の駅ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業に対し補助金交付 (681)

内部
管理

－ － － － 1
農林整備課 1,003       681          

なし 単費 ○

森林適正整備推進事業
A

終了・
廃止間伐等の実施(間伐：14.34ha、間伐材搬出：20m3)に対し補助金を交付 -

維持
管理

市民 補 7
生活維持

確保
1

農林整備課 2,678       -             府規
定

府・
一部

-

森林施業路開設事業
S 拡大

森林施業路開設事業(路線延長1,762m)に対する補助金交付 -
施設
整備

事業
者

補 7
生活維持

確保
1

農林整備課 1,007       -             市規
定

単費 ○

森林総合研究所分収造林事業
A 休止

(独)森林総合研究所と市の契約造林地において保育施業を実施(3か所、24.92ha) -
維持
管理

市民 直・委 7
生活維持

確保
1

農林整備課 4,600       -             国規
定

他 -

市行造林事業
A

現状維
持市行造林契約地において保育施業(5.00ha)を実施(間伐、作業路開設) (4,500)

維持
管理

市民 直・委 7
生活維持

確保
1

農林整備課 5,209       15,000     国規
定

府・
一部

-

放置竹林拡大防止事業
A

現状維
持森林に侵入した竹林の伐採、搬出(整理伐0.31ha、竹材搬出1,351本) (520)

維持
管理

市民 委 7
生活維持

確保
1

農林整備課 1,056       1,039       府規
定

府・
一部

-

松くい虫防除事業
A

現状維
持海岸沿いの防風林に対し薬剤散布（14.0ha）と枯れの松の伐倒処理、焼却駆除、樹幹注入を実施(12,867本) (4,506)

維持
管理

市民 委 7
生活維持

確保
1,3

農林整備課 23,696     17,606     府規
定

府・
一部

-

小規模林道整備事業補助金
A

現状維
持地区が実施する小規模な林業用施設の維持管理及び保全に対して補助金交付(4か所) (750)

維持
管理

団体 補 4
民間補完
福祉増進

1,3
農林整備課 520          750          市規

定
単費 ○

林道等整備事業
A

現状維
持林道等の維持管理(丹後縦貫林道の草刈・修繕)を実施 (7,548)

維持
管理

市民 直・委 7
生活維持

確保
1,3

農林整備課 8,659       7,548       
なし 単費 ○

現年発生林業用施設災害復旧事業
A

現状維
持災害により被災した林業用施設の測量及び修繕を実施(12か所)、復旧事業に対し補助金交付（30か所） -

施設
整備

市民 直・委・補 6
生命財産
権利保護

1,3
農林整備課 7,287       -             国規

定
単費 ○

現年発生林業用施設災害復旧事業【明許繰越】

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 (7,571)
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

農林整備課 -             25,627     

災害に強い森づくり事業【明許繰越】

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

A
現状維

持台風・豪雨災害で林地崩壊による土砂流出があった荒廃渓流に治山ﾀﾞﾑを設置（久美浜町女布地区） -
施設
整備

市民 直・委 7
生活維持

確保
1,3

農林整備課 10,592     -             府規
定

国府
全額

-

小規模治山事業

(35,007)

A
現状維

持台風18号により被災した林地の保全工事に係る測量を実施 -
維持
管理

市民 直・委 7
生活維持

確保
1,3

農林整備課 830          -             府規
定

単費 ○

(6,725)
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

3　林業の特産品振
興と活用

計
220,309    147,481    

農林整備課 -             15,450     小規模治山事業【明許繰越】

ＤＯ ＣＨＥＣＫ 

ＰＬＡＮ 
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５．歳出抑制の考え方について

2
木質バイオマス利用促進事業について、市所有施設への木質チップﾎﾞｲﾗｰ導入が完了したことにより休止
する。

100,000千円

施策における歳出抑
制の考え方

No.
歳出抑制の考え方

（平成27～29年度までの3か年で取り組む歳出抑制）
一般財源抑制見込額
（単位：千円）

補完・代替措置などがある場合は、その内容

1 森林適正整備推進事業について、国府補助事業を活用することにより終了する。 400千円
森林環境保全直接支払事業(国府補助事業)にて事業
継続する。

ＡＣＴ 

- 2 -



06

Ⅰ ②

① ②

○旅費

普通旅費（木質バイオマス事業協議：名古屋市）

○負担金、補助金交付金

木質バイオマス利用促進事業補助金

【参考】

繰越明許費を除いた最終予算額 149,030千円

実質的な予算執行率 99.9％

■平成26年度への繰越事業

木質バイオマス利用促進事業補助金

木質バイオマス供給施設事業（平成26年6月完成） （単位：千円）

＊補助額は事業費80％以内の額 総事業費272,452,675円（自己資金含む）

機　　械
配送用車両・ホイルローダー
グラップルソー

28,448

合　計 272,453

金　　額

作業用建物・倉庫 127,291

加工装置
剥皮施設・チッパー・ハンマーミル
計量梱包装置・ナイフ研磨機　他

116,714

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

○木材流通・加工施設の整備に対して補助金を交付し、森林が持つ公益的機能（土砂流出防止、
水源かん養等）の確保、農作物等への獣害の軽減を担う森林整備を促進するために、必要な施設
の準備が図れた。
○安定した木材の調達が課題。

目
的

　農作物等への獣害の軽減を担う森林整備を促進するために、必要な木材流通・加工施設の
整備に対して補助金を交付し、森林が持つ公益的機能を確保する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 温室効果ガス吸収源対策森林整備事業費補助金（1/2） 15,504千円

　森林整備・循環型社会の促進を目的に、これまで放置されてきた間伐材等を原料とした木
質バイオチップを製造し有効活用を図る。

30千円

149,000千円

58,583千円

名　　称 適　　　　用

149,030千円 207,619千円 58,589千円 71.7 % 0千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進事業 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 03森林整備事業

- 3 -



01

Ⅰ ②

① ②

○林業労働者新共済事業補助金

　（長期事業：府1/4、市1/4、退職金助成・組合助成事業：府1/2、市1/2）

・ 年間就労日数が100日以上の就労者に対し、長期事業、退職金助成、組合助成

　　を行った。　　　

・ 補助単価： 長期事業 410円/日

退職金助成事業    45円/日

組合助成事業    25円/日

・ 補助対象： 丹後地区森林組合 （単位：人、日、千円）

○緑の担い手育成事業補助金（府1/2、市1/4補助）

 ・年間就労日数200日以上の作業班員の社会保険加入に係る事業主負担を補助した。

 ・補助対象：丹後地区森林組合 （単位：日、千円）

対象作業員数：11人

計 2,027 1,521

評
価
・
課
題
等

○林業労働者の確保及び地域林業の振興を図ることができた。
○森林の維持管理を担う森林組合の基幹的作業員の福利厚生の充実が図れた。
○林業に従事する労働者は高齢化してきており、若年者の安定的な確保が課題。

林業労働者新共済事業費補助金（1/4） 1,310千円

府補

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

緑の担い手育成事業費補助金（1/2） 1,013千円
主
な
財
源

府補

区　　分 延べ就労日数 事業費 補助金

健康保険
1,340.8

800 600

厚生年金 1,227 921

計 4,859 2,621

　退職金助成事業 1（団体） 5,473 383 383

目
的

　林業労働者の福祉の向上を図り、林業労働者の確保と地域林業の振興に寄与する。また、
森林組合の基幹的作業員の福利厚生の充実と新規若年者の確保及び定着を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　森林組合の基幹的作業班員の雇用確保及び定着を図るため、林業労働者の共済事業加入経
費の一部を支援した。
　また、組合が作業班員の福利厚生対策として加入する社会保険加入の事業主負担の一部を
支援した。

2,621千円

区　　　分 就労実人数 延日数 事業費 補助金

1,521千円

　長期事業 24 5,458 4,476 2,238

4,142千円 4,142千円 0千円 100.0 % 5,604千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 林業労働者支援事業 決算書 Ｐ.230

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 01林業総務費 03林業労働者支援事業
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01

Ⅰ ②

① ②

○旅費（会議等）

○有料道路通行料

○負担金

　　京都府水源林造林協議会負担金

　　京都府林業振興会等負担金

○補助金

木の駅プロジェクト事業補助金

事業実施主体：京丹後木の駅実行委員会

木の駅数・場所：3駅（大宮町森本地内、弥栄町吉沢地内、久美浜町永留地内）

出荷数量：159.6ｔ

出荷登録者数：30人

評
価
・
課
題
等

○事務の適切な執行により、林業振興の推進を図ることができた。
○木の駅への木材の出荷が前年に比べ2倍近い160ｔとなり、森林整備への関心を高めることが
できた。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

目
的

　林業振興を推進するための業務に必要な経費及び各種林業関連団体への負担金を支出する
とともに、「木の駅プロジェクト事業」を支援することで林業振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

319千円

　林業振興を推進するため、業務に必要な経費及び各種林業関連団体へ負担金等を支出し
た。

64千円

39千円

6千円

575千円

1,003千円 1,008千円 5千円 99.5 % 1,406千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 林業総務一般経費 決算書 Ｐ.232

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 01林業総務費 50林業総務一般経費

- 5 -



02

Ⅰ ②

① ②

　○森林適正整備推進事業費補助金（補助率：京都府50％、市10％）

事業実施主体：丹後地区森林組合

（実施箇所町別内訳）

　大宮町

　峰山町

　網野町

　久美浜町

　久美浜町 1か所 20.0㎥ 198千円

3か所 1.64ha 488千円

10か所 5.86ha 1,744千円

5か所 4.14ha 1,232千円

3か所 2.70ha 804千円

私有林 21か所 2,678千円
間伐材搬出 20㎥

実施箇所 工　　種 事業量 事業費 補助金

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

○高齢級の人工林（私有林）の間伐等を実施及び支援することにより、森林の適正な整備が図れ
た。
○林木の健全な成長を促すとともに森林の公益的機能の維持増進を図るため、事業地の確保を
行っていく必要がある。

目
的

　高齢級人工林の間伐等を実施及び支援することにより、森林の公益的機能の維持・増進を
図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 緑の公共事業費補助金（1/2） 2,232千円

　国・府の造林補助金（森林整備費補助金）の対象とならない高齢級（36～60年生）人工
林の間伐等を実施することで、林木の健全な成長を促すとともに森林の公益的機能の維持増
進を図った。

2,678千円

区　分

間伐 14.34ha
4,466千円

2,678千円 2,678千円 0千円 100.0 % 3,567千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 森林適正整備推進事業 決算書 Ｐ.232

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 01緑の公共事業
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01

Ⅰ ②

① ②

　森林組合が森林所有者から受託して実施する作業道の開設について補助金を交付した。

　○森林施業路開設補助金

※補助率：国、京都府の森林整備事業における査定経費の50％以内

森林施業省力化促進事業 （単位：ｍ、千円）

森林環境保全直接支援事業 （単位：ｍ、千円）

事業実施主体：丹後地区森林組合

494

5,139 967

網野町日和田地内 峠谷線1～2 822 2.5 2,512 473

計 1,602

峰山町鱒留地内 滝谷線1～3 780 2.5 2,627

事業実施主体：丹後地区森林組合

実施箇所 路線名 延長 幅員 事業費 補助金

補助金

弥栄町等楽寺地内 高原線 160 1.0ｍ拡幅 80 40

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

○国の森林整備事業も補助対象事業とすることで、より森林施業路開設を希望する受益者の負担
軽減を図るとともに、間伐等の施業の推進を図った。
○施業路を開設する場所によって、開設費や維持管理費、間伐作業に要する費用が変わってく
る。効率的・計画的な施業路開設と効率的な間伐作業のため、当初計画時に現場の状況をしっか
り調査し、施業路の開設箇所を適切に選定する必要がある。

目
的

　森林整備の核となる事業で、作業道開設に対する府森林整備事業への上乗せ補助を行い、
林家の負担軽減を図り、健全な森林の造成、多面的機能の増進、森林の有効利用を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

1,007千円

実施箇所 路線名 延長 幅員 事業費

1,007千円 1,008千円 1千円 99.9 % 0千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 森林施業路開設事業 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 03森林整備事業
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01

Ⅰ ②

① ②

○旅費

○需用費

消耗品費（事務用品代）

○工事請負費

円上寺 久美浜町市野々地内 枝打 2.80ha 322千円

工事内容 事業量 事業費

布袋野 久美浜町布袋野地内
保育間伐 19.68ha 3,473千円

枝打 2.44ha 673千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

　適切な保育等の実施により、山林の財産形成及び保安林機能の確保が図られた。

目
的

　独立行政法人森林総合研究所分収造林契約地の保育施業を行うことにより、集落所有山林
の財産形成及び保安林機能（水源涵養、土砂流出防止）の確保を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 森林総合研究所分収造林事業収入 4,600千円

　独立行政法人森林総合研究所分収造林契約地（京丹後市と独立行政法人森林総合研究所と
の2者契約地）の適切な保育施業を実施し、森林整備を図った。

21千円

111千円

4,468千円

団地名 場　　所

4,600千円 4,603千円 3千円 99.9 % 0千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 森林総合研究所分収造林事業 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 04森林総合研究所分収造林事業
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01

Ⅰ ②

① ②

　市行造林契約地において、分収契約に基づき、計画的に保育施業を実施した。

○保育施業工事

○事務費（消耗品費、旅費）

○補修補填及び賠償金（間伐材売払代金収益配当）

施業地 事業量 金額

27千円

137千円

間伐・作業路開設 久美浜町坂谷 5.00ha・1,142ｍ 5,045千円

137千円

地　　区

評
価
・
課
題
等

○造林地の保育施業を計画的に行うことにより、植林の成長を促進し、財産価値を確保するとと
もに、森林の二酸化炭素の吸収効果が高まり、地球温暖化防止等、森林の多面的機能の確保に寄
与した。今後も継続的に行っていく必要がある。
○木材価格の低迷により、採算性が低下していることが課題となっている。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

府補 森林整備費補助金（74%） 3,727千円

財産収入 分収林売払収入

5,045千円

工種

目
的

　計画的な保育施業を実施し、市行造林地内における植栽木の財産造成と森林機能の確保を
図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

搬出量 金額

久美浜町坂谷 152㎥ 137千円

5,209千円 5,236千円 27千円 99.4 % 10,030千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 市行造林事業 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 05市行造林事業
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03

Ⅰ ②

① ②

○放置竹林拡大防止工事

峰山町内記地内 0.12ha 706本

大宮町五十河地内 0.19ha 645本

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

○人工林等に侵入した放置竹林の伐採及び過年度に整理伐をした箇所の笹類の刈払いにより、竹
による森林侵食を防止するとともに、伐採竹の資源としての有効活用（竹炭）が図れた。
○伐採跡地の適正な管理が課題となっている。

目
的

　人工林等に侵入した竹の伐採等により森林の有する多面的機能の維持増進を図る。また、
伐採竹を資材として利用することで資源の有効活用を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 緑の公共事業費補助金（1/2） 527千円

　放置竹林による森林侵食を防ぐため、森林に侵入した竹林の伐採を行うとともに、伐採竹
の有効活用（竹炭）を図るため搬出を行った。

1,056千円

実施個所
事業量

整理伐 竹材搬出

1,056千円 1,057千円 1千円 99.9 % 1,057千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 放置竹林拡大防止事業 決算書 Ｐ.232

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 01緑の公共事業
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01

Ⅰ ②

① ②

・消耗品費（樹幹注入表示板：1,000枚）

・温室効果ガス吸収源対策森林整備事業委託料（春期：特別伐倒駆除）

・温室効果ガス吸収源対策森林整備事業委託料（春期：無人ヘリ）

・松くい虫防除事業委託料（単費・春期：被害木伐倒処理）

・松くい虫防除事業委託料（奨励・秋期：樹幹注入）

・温室効果ガス吸収源対策森林整備事業委託料（秋期：特別伐倒駆除）

丹後地区森林組合 網野町三津地内他 3,196本 150.00㎥

丹後地区森林組合 網野町掛津地内他 650本 3,435本

委託先 事業実施箇所 本数 材積

委託先 事業実施箇所 本数 材積

委託先 事業実施箇所 本数 薬剤本数

丹後地区森林組合 網野町掛津地内他 5,273本 350.00㎥

10,815千円

3,402千円

2,100千円

委託先 事業実施箇所 面積

丹後地区森林組合 網野町掛津地内他 14.0ha

事業実施箇所 本数 材積

丹後地区森林組合 網野町掛津地内他 3,748本

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

府補 松くい虫駆除防除事業費補助金（1/2） 1,050千円

府補 松くい虫駆除防除事業費補助金（3/4） 8,111千円

評
価
・
課
題
等

○平成24年度の甚大な被害を受け、予防作業として無人ヘリコプターによる薬剤散布を新たに
行うなど、松くい虫被害の蔓延防止が図れた。
○今後も異常気象により広範囲にわたって大きな被害が出ることが懸念されるため、松くい虫被
害木の適切な処理を行っていく必要がある。

目
的

　公共施設、集落の近隣地の松林を松くい虫被害から守るとともに、海岸沿い防風林の機能
確保並びに風致景観等の保全を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 松くい虫駆除防除事業費補助金（10/10） 9,492千円

府補 松くい虫駆除防除事業費補助金（5万円/ha以内） 700千円

　海岸沿いの防風林（網野町、久美浜町）の機能確保及び風致景観等の保全を図るため、無
人ヘリコプターによる薬剤散布、過年枯れ松の伐倒処理、当年枯れの松の焼却駆除、樹幹注
入を行った。

29千円

6,090千円

263.40㎥

1,260千円

委託先

23,696千円 23,697千円 1千円 99.9 % 22,657千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 松くい虫防除事業 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 02松くい虫防除事業
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01

Ⅰ ②

① ②

各地区が実施する小規模な林業用施設の維持管理及び保全に対して支援を行った。

・小規模林道整備事業支援補助金

評
価
・
課
題
等

○自治会等が行う林道等の整備に対して、資材等を支援することで、早期に現状回復が図られ林
道の適正な維持管理と保全が図られた。
○高齢化の進行により、将来的に林道の適正な維持管理が困難になることが予想される。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

520千円

目
的

　地元営小規模林道整備事業に係る機械借上費、原材料費について支援を行い、林道の適正
な維持管理・保全を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

520千円

区　分 箇所数 補助金額

久美浜町 4

520千円 550千円 30千円 94.5 % 550千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 小規模林道整備事業補助金 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 07林道整備事業
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02

Ⅰ ②

① ②

　森林の活用と保全のために必要な林道等の適正な維持管理（草刈、修繕）を実施した。

○消耗品費（製図用品）

○修繕料（2件）

丹後縦貫林道（成相線・奥寄線）溝蓋修繕　他

○委託料

治山・林道積算システム保守管理委託料

丹後縦貫林道維持管理業務委託料（大鼓山線、成相線、大内線、奥寄線）

○工事請負費

丹後縦貫林道大内線舗装修繕工事

L=45.2m A=239㎡

評
価
・
課
題
等

　森林整備を行うために必要な林道の適正な維持管理を行い、民有林等の森林整備の実施に寄与
するとともに通行車両等の安全確保が図られた。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

目
的

　森林機能の確保と森林資源の活用保全に資する森林内作業を容易にするため、林道の適切
な維持管理を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

負担金 丹後縦貫林道維持管理負担金 1,423千円

1,710千円

32千円

299千円

355千円

355千円

6,263千円

8,659千円 8,662千円 3千円 99.9 % 9,769千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 林道等整備事業 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 07林道整備事業
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01

Ⅰ ②

① ②

○職員手当等（時間外勤務手当） 571千円

○旅費 14千円

○委託料 1,596千円

測量委託料　　7か所

○需用費 1,235千円

修繕料　　　　5か所

○負担金、補助及び交付金 3,871千円

小規模災害復旧事業支援補助金 30か所

【参考】

繰越明許費を除いた最終予算額 7,423千円

実質的な予算執行率 98.1％

■平成26年度への繰越事業 25,627千円

○工事請負費 23,500千円

○負担金、補助及び交付金 2,000千円

小規模災害復旧事業支援補助金

○職員手当等（時間外勤務手当） 127千円

平成26年11月完成予定　

16,500千円

単独災害 1か所 7,000千円

計 7か所 23,500千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

　災害により被災した林業用施設の復旧工事に着手することにより、民有林等の森林整備の実施
に寄与するとともに通行車両等の安全確保に努める。

目
的

　災害復旧事業の実施及び補助金の交付を行い、災害により被災した林業用施設の機能回復
を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

市債 林業用施設災害復旧事業債 500千円

　災害により被災を受けた林業用施設について、従前の機能を回復させることにより、林業
経営の安定を図るため、復旧工事を実施した。

災害種類 被災箇所 金額

補助災害 6か所

7,287千円 33,050千円 25,763千円 22.0 % 0千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 現年発生林業用施設災害復旧事業 決算書 Ｐ.370

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 11災害復旧費 01農林水産業施設災害復旧費 02林業用施設災害復旧費 01現年発生林業用施設災害復旧事業
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① ②

○実施場所：久美浜町女布地内

消耗品費（事務用品代）

燃料費

補償金（立木伐採除去損失補償金）

工事請負費

久美浜町女布地区治山工事（治山ダム5型　V=142.0㎥）

評
価
・
課
題
等

　治山施設の機能回復により下流域の住家等の安全確保が図れた。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

目
的

　台風・豪雨等により荒廃した森林及び渓流において、土砂・流木等の流失による再度災害
を防止するため、治山施設等を整備することにより災害に強い森の整備を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 災害に強い森づくり事業委託金（10/10） 10,592千円

　平成23年9月の台風災害において、林地崩壊による土砂流出があった荒廃渓流に治山ダム
を設置することにより、土砂流出防止を図った。

70千円

43千円

71千円

10,408千円

10,592千円 10,690千円 98千円 99.0 % 10,690千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 災害に強い森づくり事業（繰越） 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 03森林整備事業
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Ⅰ ②

① ②

治山事業の実施により、林地の保全が図られた。

○測量委託料

【参考】

繰越明許費を除いた最終予算額 830千円

実質的な予算執行率 99.9％

■平成26年度への繰越事業

○消耗品費（事務用品）

○燃料費

○工事請負費

網野町遊地区　　　　　山腹工　0.04ha

丹後町徳光地区　　　　山腹工　0.02ha

平成26年11月完成予定

評
価
・
課
題
等

　本事業に着手することにより、林地に近接する住家、公共施設等の災害防止に寄与し安心・安
全の確保に努めた。

350千円

100千円

15,000千円

網野町島津地区　　　　山腹工　0.03ha 4,000千円

8,000千円

3,000千円

合　　計 15,000千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

830千円

15,450千円

目
的

　台風18号により被災した林地について、林地保全及び地域防災に資するため、崩壊した
林地の保全を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

830千円 16,280千円 15,450千円 5.0 % 0千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 小規模治山事業 決算書 Ｐ.234

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 08小規模治山事業
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